


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
移
住
取

り
組
み
は 

籠
味
正
樹 

議
員

都
会
な
ど
で
仕
事
を
し
て
い
る
人

た
ち
へ
の
環
境
整
備
、
Ｐ
Ｒ
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

が
一
挙
に
進
ん
だ
。

　

ま
た
、
地
方
へ
の
移
住
、
地
方
に
お

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
す
る
と
い

う
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

現
在
、
都
会
な
ど
で
仕
事
を
し
て
い

る
人
た
ち
な
ど
に
そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
環
境
整
備
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

体
験
移
住
な
ど
を
行
っ
て
い
く
考
え
は

あ
る
の
か
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。

町
長
答
弁

魅
力
を
感
じ
る
事
業
を
策
定
し
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い

　

本
町
で
は
、
移
住
・
定
住
に
お
け
る

様
々
な
課
題
解
決
を
図
り
、
計
画
的
か

つ
総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、

平
成
30
年
３
月
に
「
上
川
町
移
住
・
定

住
促
進
計
画
」
を
策
定
し
て
き
た
。

　

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
環
境
整
備
と

し
て
は
、
昨
年
４
月
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

併
用
型
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
を
建
設
し
、

起
業
を
目
指
す
方
や
ト
ラ
イ
ア
ル
移
住

者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整

備
す
る
と
と
も
に
、
本
年
７
月
に
は
旧

家
畜
診
療
所
を
改
修
し
、
生
活
が
手
軽

に
体
験
で
き
る
よ
う
家
電
や
生
活
備
品

を
備
え
た
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
を
開

始
し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
全
国
的
に
蔓
延
し
、
地
方
で

の
暮
ら
し
や
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
中
、

都
市
部
の
移
住
希
望
者
に
本
町
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
移
住
を
促
す
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
移

住
相
談
会
へ
出
展
、
生
活
体
験
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
移
住
専
門
誌
な
ど
各
種
広
告

媒
体
で
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
旅
行
や
働
き
方
と
し

て
、「
ワ
ー
ク
」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
組
み
合
せ
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
移
住
と
観
光

の
新
た
な
切
り
口
と
し
て
昨
年
11
月
に

全
国
組
織
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体

協
議
会
に
加
盟
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
層
雲
峡
温
泉
に
お
け
る
宿
泊
者

が
激
減
す
る
中
、
温
泉
地
で
の
余
暇
を

楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
継

続
で
き
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

全
国
市
町
村
と
連
携
し
、
都
市
部
の
企

業
等
の
誘
致
な
ど
、
新
た
な
移
住
や
誘

客
対
策
の
一
つ
と
し
て
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

（佐藤町長）

（籠味議員）
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再
質
問

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
併
用
型
施
設
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
施
設
と
旧
家
畜
診
療
所
の
利
用

状
況
、
Ｐ
Ｒ
へ
の
反
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答

弁

答

弁

　

ト
ラ
イ
ア
ル
移
住
に
関
し
て
は
、

思
っ
た
以
上
に
反
応
が
あ
る
。
旧
家
畜

診
療
所
は
、
現
在
一
組
の
利
用
で
あ
る

が
、
町
を
体
験
す
る
に
は
、
非
常
に
有

効
な
施
設
だ
と
思
う
。
出
来
て
か
ら
間

も
な
い
の
で
今
後
も
、
Ｐ
Ｒ
は
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

旧
家
畜
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
生
活

体
験
と
な
っ
て
い
て
、
電
化
製
品
、
家

具
は
あ
る
が
、
仕
事
用
デ
ス
ク
や
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
を
装
備
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

用
途
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答

弁

答

弁

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
の
問
題
に
お
い
て
、

今
後
、
何
が
必
要
な
の
か
、
働
き
方
が

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
見
直
し
が
で

き
る
機
会
だ
と
思
っ
て
い
る
。
不
十
分

さ
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
体
験
住
宅
募

集
の
掲
載
を
受
け
取
る
側
に
今
よ
り
も

優
し
く
伝
わ
る
内
容
に
変
更
し
て
は
ど

う
か
。
町
が
目
指
す
「
お
も
て
な
し
の

ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
し
て
は
ど

う
か
。

答

弁

答

弁

　

指
摘
は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
行

政
文
書
も
含
め
、
常
に
検
証
し
、
見
直

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
移
住
を
ど
の
よ

う
に
結
び
付
け
て
ゆ
く
考
え
な
の
か
。

答

弁

答

弁

　

自
然
や
景
観
を
求
め
て
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
人
は
動
い
て
く
る
か
ら
、
そ

こ
を
有
効
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
今

後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
に
合

わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

再
質
問

　

地
方
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し
、

生
活
で
き
る
の
だ
と
、
考
え
る
機
会
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
。
冬
の
対

策
な
ど
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
Ｕ
タ
ー

ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
は
、
ど
う
か
。

答

弁

答

弁

　

ま
だ
ま
だ
、
開
発
す
べ
き
、
整
理
す

べ
き
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
農
村
地
域
で
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
な
ど
、
通
信
環
境
の
整
備
を
進
め

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
有
効
利
用
、

働
き
方
、
暮
ら
し
方
を
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
。

　

東
京
の
企
業
へ
派
遣
し
て
い
る
町
職

員
も
い
る
の
で
、
人
と
の
結
び
つ
き
を

広
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」、
地
元
の
若
い
人
た
ち

も
が
ん
ば
ろ
う
と
気
運
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
、
外
か
ら
関
心
を
も
っ
て
も
ら

い
、
魅
了
が
通
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

旧家畜診療所を改修した移住体験住宅旧家畜診療所を改修した移住体験住宅

← コワーキング施設の室内← コワーキング施設の室内

移住体験住宅の室内 →移住体験住宅の室内 →
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　審議に係る採択結果については、全て原案のとおり可決・承認等されており、
「全員賛成」になっております。

７月臨時会 (臨時３)
　７月３日に開会。条例の一部改正１件、財産の取得２件、令和２年度一般会計ほ
か全３会計の補正予算計３件を審議し、同日閉会。

可決議案等
■条例の制定
◎上川町手数料条例の一部を改正する条例について

・個人番号カード等省令の改正により、個人番号（マイナンバー）の通知カードの新規発行や記載
事項の変更手続等が廃止されたことに伴い、通知カードの再交付手数料を削除するものです。

■財産の取得
◎財産（水槽付消防ポンプ自動車）の取得について

・平成７年の取得後25年が経過した水槽付消防ポンプ自動車の更新で、契約金額9,790万円、㈱北海
道モリタを相手方とする契約です。

◎財産（高規格救急自動車）の取得について
・平成22年に取得後９年が経過した高規格救急車を、高度医療機器の耐用年数の経過及び走行距離

数が120,000㎞を超えたことによる更新で、契約金額3,751万円、㈱北海道モリタを相手方とする契
約です。

■補正予算
◎令和２年度一般会計補正予算（第４号）

・歳入歳出それぞれに1億9,843万6千円を追加し、予算総額を63億3,626万1千円とするものです。補
正予算の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者や町民に対する支援事業のほ
か、社会保障・税番号制度に伴うシステム改修業務委託料（704万7千円）などが主なものです。

　※　新型コロナウイルス感染症対策事業の詳細は、８ページをご覧ください。

質疑内容
層雲峡温泉特別プラン事業

経営継続支援事業の拡大分

Ｑ（籠味議員）事業はいつぐらいから始めら
れるのか。

Ａ（産業経済課長）層雲峡観光協会が事業主
体となって実施していく、協会と協議し、９月
又は閑散期の10月の利用と考えている。

Ｑ（湯川議員）事業拡大の理由は。 Ａ（町長）最大のダメージを受けている観光
業を中心とした内容だったが、全員協議会で濱
田議員の意見を受け、市街地の事業者への支援
も拡大した。

Ｑ（籠味議員）「どうみん割との併用は可能な
のか。

Ａ（産業経済課長）宿泊者への商品券のプレ
ゼントで、宿泊の割引ではない、併用は可能。
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「層雲峡氷瀑まつり」に対する支援

マイカー規制に係る感染者予防対策事業

◎令和２年度公共下水道事業特別会計（第１号）
・歳入歳出それぞれに1,078万6千円を追加し、予算総額を3億1,938万円とするものです。主な補正予

算の内容は、新光町移住定住促進地区汚水管布設工事（756万3千円）などです。
◎令和２年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）

・資本的収入において、水道事業債を720万円追加し、総額を3億8,181万1千円に、資本的支出にお
いて、建設改良費を728万5千円追加し、総額を4億1,436万4千円とするものです。補正予算の内容は、
移住・定住促進団地配水管新設工事です。

７月臨時会 (臨時４)
　７月29日に開会。契約の締結１件を審議し、同日閉会。

可決議案等
■契約
◎移住・定住促進団地道路改良工事請負契約の締結について

・新光町、移住・定住促進団地内の町道新光南８条線の新設と新光公住１号線の改良舗装に係る工
事請負契約で、契約金額5,324万円、旭信建設㈱を相手方とする契約です。

９月定例会
　９月16日に開会し、会期は18日まで。令和元年度一般会計ほか全８会計の決算認
定、条例の一部改正３件、財産の取得１件、令和２年度一般会計ほか全４会計の補
正予算、人事案件など計40件を審議し、17日閉会。

付 託 議 案
■付託
◎令和元年度一般会計ほか全８会計の決算認定について

・決算審査特別委員会に付託

可決議案等
■財産の取得
◎財産（上川小中学校学習者用コンピュータ）の取得について

・上川小中学校に1人1台の学習用タブレットを整備する事業で、契約金額2,223万円、東日本電信電
話㈱を相手方する契約です。

質疑内容
学習用タブレット整備事業

Ｑ（湯川議員）「層雲峡氷瀑まつり」に対する
特別な支援をお願いしたい。

Ａ（町長）今後の状況を見極めながら、開催
について判断をしていかなければならない。支
援については、業界や実行委員会とも協議をさ
せていただいた結果と思うので、現状で「上乗
せをします」という答弁は差し控えたい。

Ｑ（溝口議員）密を避けるための経費なのか。 Ａ（産業経済課長）シャトルバス車内の除菌
対策等や定員の制限に係る運行増に対する経費
の支援である。

Ｑ（籠味議員）179台のタブレットは、どこの
製品なのか。

Ａ（教育委員会次長）Windows の OS を使う
製品である。
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■条例の改正
◎上川町医療職員養成に伴う修学資金貸付条例の一部を改正する条例について

・条例の内容が現状にそぐわない箇所があるため、見直すもので、主な改正点は、保健師、看護師
の貸付期間を４年制大学に合わせ、連帯保証人の人数を１名とし、特別措置貸付資金についても、
町職員として勤務したときは、返還責務を免除するものです。

◎上川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条
例について
・居宅介護支援事業所において、主任介護支援専門員の確保が著しく困難な場合については、介護

支援専門員を管理者とすることができることとするものです。

◎上川町立介護老人保健施設設置条例の一部を改正する条例について
・介護老人保健施設つつじ苑の入所定員を29名から10名に改正するもの

です。

■補正予算
◎令和２年度一般会計補正予算（第５号）

・歳入歳出それぞれに778万3千円を追加し、予算総額を63億4,404万4千円
とするものです。主な補正予算の内容は、避難所用段ボール間仕切り
の購入（115万5千円）、マイナンバー導入のための戸籍システム改修委
託料（149万6千円）、農業次世代人材投資事業（304万1千円）、産業振
興補助事業補助金（55万2千円）、新型コロナウイルス感染予防対策の
学校用物品の購入（400万円）などです。

質疑内容
教育総務費の備品購入費

新型コロナウイルス感染緊急包括支援事業補助金

Ｑ（籠味議員）サーモグラフィカメラ（400万円）
とは、どんな動作をするものなのか。

Ａ（教育委員会次長）学校の玄関に設置し、
子供が通ったときの体温を測れるような機械を
予定している。その他、加湿器と扇風機を購入
する予定である。

老人保健施設つつじ苑老人保健施設つつじ苑

Ｑ（籠味議員）体温が高ければ、登校禁止と
いう処置になるのか。

Ａ（教育委員会次長）37度以上の場合、子供
の様子を見ながら、帰るというような措置も考
えている。

Ｑ（籠味議員）学童保育が必要な子供の場合は、
学童で預かることはしないのか。

Ａ（教育委員会次長）学童保育センターは午
前中開設していないので、状況により、保護者
とも連絡を取りながら、連れて帰っていただく
などの対応をとることを考えている。

Ｑ（笠間議員）保育所に消毒液を設置すると
いうことであるが、保育所だけなのか。

Ａ（保健福祉課長）保育所の他、母子訪問事
業や学童保育センターのアルコール等の感染予
防対策経費をみている。

Ｑ（笠間議員）幼稚園などへの設置の考えは
ないのか。

Ａ（保健福祉課長）今回の交付金の対象事業
が厚生労働省管轄の児童福祉関係であるが、幼
稚園などについては、今後の検討課題として考
えていきたい。
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避難所間仕切り段ボールベッドの購入

◎令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出それぞれに259万5千円を追加し、予算総額を５億2,583万４千円とするものです。主な補

正予算の内容は、療養費見込額の増（140万円）、会計年度任用職員報酬等の予算組替（116万8千円）
などです。

◎令和２年度上川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出それぞれに56万４千円を減額し、予算総額を7,342万5千円とするものです。補正予算の

内容は、令和元年度決算確定に伴い、後期高齢者医療広域連合納付金（△66万２千円）、と一般会
計繰出金（９万８千円）の補正です。

◎令和２年度上川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出それぞれに367万２千円を追加し、予算総額を４億6,840万１千円とするものです。主な

補正予算の内容は、令和元年度決算確定に伴い、国や道への返還金（128万２千円）、と一般会計
繰出金（239万円）などの補正です。

■規約の変更
◎北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約、北海道市町村総合事務組合規約。北海道市町村職員
退職手当組合規約の一部変更について
・上川町が構成団体となっている各規約の構成団体のうち「山越郡衛生処理組合」、「奈井江、浦臼

町学校給食組合」、「札幌広域圏組合」の３団体が脱退したことに伴い変更するものです。

■決算認定
◎湯川決算審査特別委員長から令和元年度各会計決算について、原案のどおり認定すべきものとの報
告があり、令和元年度各会計決算を委員長報告のとおり認定するものです。
※ 決算審査特別委員会の審査内容の詳細は、９ページをご覧

ください。

■任命同意
◎上川町教育委員会委員の任命について

・９月30日で任期満了となった「辻 拓」さんに代わり、新たに「谷
越 一仁」さんを委員に任命することに対し、同意するものです。

■設置及び委員の選任
◎上川町議会活性化特別委員会の設置及び委員の選任について

・議会の活性化を図るための調査研究のため「上川町議会活性化特別委員会の設置及び委員の選任」
を行うものです。

■議員派遣
◎10月９日に鷹栖町で開催される「上川管内町村議会議員研修会」への参加を、議会の議決による議
員派遣とするものです。

Ｑ（濱田議員）これで段ボールベッド、マス
クと間仕切りの３点の備蓄は揃うのか。

Ｑ（濱田議員）防災グッズなどの備蓄は、1か
所にしているのか。

Ａ（情報防災室長）今回100セット購入し、全
部で120セットなるので一応充足することにな
る。

Ａ（情報防災室長）現在、備蓄品は、役場
の倉庫に１か所で保管、今回の段ボールベッド
購入により、分散しないと保管できなくなるた
め、分散保管を検討している。

決算審査特別委員会決算審査特別委員会
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新型コロナウイルス感染症対策事業で
1億 8,689 万 3千円を追加補正７/３

　７月３日開催の第３回臨時町議会で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した各種
事業を実施する補正予算を議決しました。主な内容は次のとおりです。

項 目 補正金額
Ｗｅｂ会議及びオンラインイベント配信システム構築業務委託料 820万円
ふるさと納税体験型返礼品開発事業 600万円
いきがい活動ふるさと味わい事業（老人クラブなどが層雲峡のホテルを利用
する場合に１人６千円を助成）

240万円

かみかわっ子ふるさとフィーリング事業（高校生以下の子ども及び妊婦にか
みかわ育みチケット交付（８千円分）ほか）

308万円

経営継続支援給付金事業（小売業、サービス業を対象に従業員数に応じた支
援金の拡充）

1,400 万円

家賃支援給付金事業（国の家賃支援給付金の上乗せ） 300万円
旅館業事業者支援事業（旅館務、ホテルの客室数に応じ１室２万円を支給） 2,700 万円
新型コロナウイルス感染症対策給付金（各事業者に一律 20万円を給付） 2,000 万円
層雲峡温泉特別プラン事業（宿泊客に１人２千円の商品券を贈呈） 4,100 万円
層雲峡温泉広告宣伝事業（テレビＣＭ、新聞等の広告宣伝） 3,000 万円
紅葉期マイカー規制感染予防対策事業（バス運行に伴う感染予防対策） 500万円
公立学校情報機器整備事業（オンライン授業のため情報機器等の購入など） 2,332 万 3千円
その他公共交通事業者必需物品支給事業（110万円）など 389万円

計 1億 8,689 万 3千円

上川町議会活性化特別委員会を設置9/17
　９月17日の第７回定例町議会で、上川町議会活性化特別委員会を設置しました。よりわかりやすく開かれ
た議会、住民の声を行政に生かせるように、議会の改革・活性化への取り組みを進めていきます。
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　　  　 令和元年度一般会計ほか８会計の決算を認定 　  　　
　決算審査特別委員会では、９月 16 日開催の定例町議会で付託を受けた令和元年度各会計決算につい
て、16 日と 17 日に審査を行い、全会計の認定をしました。特別委員会の審議内容をお知らせします。

決算審査特別委員会　総括質疑
（決算審査において行われた質疑のうち総括質疑の一部を紹介します）
質　　　　　　疑 答　　　　　　弁

国
等
の
補
助
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

　国の補助金に対する考え方を聞きたい。厳
しい財政運営が続く中、これからも補助金を
使わなければならないが、町の魅力は、人だ
と思う。人を育てる補助メニューを使って、
町長が目指す「町の魅力を高める」ことを目
指していくのがいいと思うが、補助金に対す
る考え方と補助メニューの選び方について、
どのように考えているか。� （籠味委員）

　財政状況は厳しいから、国の補助メニューを有効に使
うことは、今後も考えていかなければならない。事前の
準備が大事である。我が町は地方創生交付金を上手く
使っていると、管内的に評価されている。国の予算のつ
け方や制度設計において、乱暴なやり方で、厳しいもの
がある。国や道に対しても、もっと有効なやり方につい
ては、声を出し、求めていく。� （佐藤町長）

　人を育てることが大事だと思うので、それ
にそぐわないメニューはやらないとかの線引
きを。補助事業に乗ることが将来的にいいの
か、財政負担を残さないのかという観点に立
ちながら、準備をしていくことが、今後の財
政運営を効率的にやっていくってことにつな
がると思う。� （籠味委員）

　人づくりは、重要なテーマでやっていかなければなら
ないが、限定して線引きすることは難しい。状況に応じ
た有効策について、やっていかなければならない。各事
業については、精査し、議論をして、やってきている。
状況や時代の変化とともに、今までない事業を選択しな
がら進めなければならない事情についても、お互いに共
有をする必要ある。ご理解いただきたい。�（佐藤町長）

　「町の魅力を高める」事業を選んでいるかも
しれないが、当初の目的と現状の分析をする
ことで、どういう補助金を使っていくのか、
選択の範囲も広がり、正しい選択ができると
思う。だから、補助事業を分析し続けていく
ことも、今後の補助金を選ぶためには、必要
だと思う。� （籠味委員）

　何かに特化するということは、難しい。いかに町の魅
力をつけるのか、外からも関心を持たれるまちづくりを
進められるかである。今も十分だとは思わない。１つやっ
て、魅力が高まるという状況ではない。支援策、施設整
備や人を育てることも含めて、今後もやっていかなけれ
ばならない。一緒に、このまちづくりをやっていきたい。
� （佐藤町長）

奨
学
金
に
つ
い
て

　奨学金等の貸付金関係で、滞納について聞
きたい。滞納額 800 万円に対して 17 万円の償
還、償還率が２％である。滞納総額が約 780
万円となっている。滞納が長年にわたってい
て、居住が分からないこともあると思うが、
調査し、解決した方がいい。奨学金の関係は、
町長の任期中に、対応していただきたい。
� （遠藤委員）

　毎年、監査委員からも指摘を受けている。解決につな
がらない現状について、お詫びをしなければならないが、
借受者の現状も理解できるので、どこかの時点で整理を
することも必要である。整理をする場合は、慎重に、議
会の理解も得なければならない。簡単ではないが、進め
ていきたい。奨学金制度は、幅広い機関で多くの制度が
設けられてきている。自治体の役割も議論してみる必要
もある。このことを含めて今後改正できるものはしてい
く。� （佐藤町長）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告(

抜
粋)

�

委
員
長
　
湯
川
　
秀
一

　
令
和
元
年
度
は
、
国
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た

地
域
振
興
に
配
慮
し
た
事
業
が
多

岐
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
町
有
林
管
理
事

業
や
町
史
等
の
在
庫
整
理
に
つ
い

て
の
意
見
等
が
出
さ
れ
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
全
会
計
と

も
に
健
全
な
数
値
と
な
っ
て
い
る

が
、
年
々
、
実
質
公
債
比
率
、
将
来

負
担
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
確
立
す

る
た
め
に
、
歳
入
・
歳
出
の
見
直

し
を
行
い
、
健
全
財
政
の
維
持
に
、

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
後
年
度
の
行
政
執
行
及
び
予
算

編
成
に
当
た
り
、
住
民
福
祉
の
向

上
、
産
業
の
振
興
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
の
各
分
野
に

お
い
て
更
な
る
発
展
ま
た
、
健
全

財
政
の
も
と
で
各
種
事
業
を
継
続

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
、
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算

を
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

9 かみかわ議会広報・凜  2020.11



総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
事
務
調
査

▽
７
月
29
日

〇
財
政
勉
強
会
（
地
方
交
付
税
、
地
方

　

債
、
基
金
に
つ
い
て
）

◎
所
管
事
務
調
査

▽
９
月
２
日

〇
上
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

総
合
戦
略
評
価
委
員
会
の
結
果
を
踏

ま
え
た
平
成
27
年
年
度
か
ら
令
和
元
年

度
の
５
年
間
の
検
証
・
評
価
の
説
明
を

受
け
た
。

〇
道
立
上
川
高
校
の
現
状
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

町
と
教
育
委
員
会
か
ら
、
上
川
高
校

の
沿
革
概
要
及
び
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
施
行
か
ら
生
徒
の
実
態
等
現
状
の
説

明
を
受
け
た
。

◎
意
見
書
審
査

▽
９
月
９
日

〇
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

◎
所
管
事
務
調
査

▽
７
月
21
日

〇
旭
ヶ
丘
地
区
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
の
令
和
元
年
度

事
業
報
告
・
決
算
及
び
令
和
２
年
度
事

業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

〇
起
業
促
進
及
び
誘
客
交
流
施
設
事
業

に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
の
令
和
元
年

度
事
業
報
告
・
決
算
及
び
令
和
２
年
度

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

〇
観
光
地
づ
く
り
対
策
事
業
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
令
和
元

年
度
収
支
決
算
及
び
令
和
２
年
度
収
支

予
算
を
中
心
に
説
明
を
受
け
た
。

〇
青
少
年
旅
行
村
の
通
年
営
業
に
伴
う

事
業
計
画
収
支
見
込
み
に
つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

青
少
年
旅
行
村
の
通
年
営
業
に
係
る

収
支
試
算
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

▽
９
月
４
日

〇
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
《
主
な
調
査
内
容
》

　

令
和
元
年
度
の
交
付
金
事
業
及
び
平

成
30
年
度
拠
点
整
備
事
業
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
指
標
）
を
中
心
に
事
業
実

施
結
果
の
説
明
を
受
け
た
。

〇
介
護
老
人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
苑
」

の
現
状
と
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い

て
《
主
な
調
査
内
容
》

　

つ
つ
じ
苑
の
利
用
状
況
、
財
政
状
況

及
び
介
護
医
療
院
へ
の
移
行
見
直
し
の

検
討
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

〇
令
和
２
年
産
農
作
物
の
生
育
状
況
に

つ
い
て

《
主
な
調
査
内
容
》

　

水
稲
及
び
畑
作
の
生
育
状
況
の
説
明

を
受
け
、
現
地
視
察
調
査
を
行
っ
た

◎
意
見
書
審
査

▽
９
月
９
日

・
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▽
７
月
3
日

・
第
５
回
上
川
町
議
会
臨
時
会
（
臨
時

３
）
の
運
営
に
つ
い
て

▽
７
月
29
日

・
第
６
回
上
川
町
議
会
臨
時
会
（
臨
時

４
）
の
運
営
に
つ
い
て

▽
９
月
11
日

・
第
７
回
上
川
町
議
会
定
例
会
（
定
例

３
）
の
運
営
に
つ
い
て

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

▽
９
月
25
日
・
10
月
16
日

・
第
１
７
９
号
の
編
集
及
び
校
正
に
つ

い
て

◎作況調査◎作況調査
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

▽
７
月
３
日

〇
７
月
３
日
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会

の
報
告

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
に
向
け
た
町
議
会
の
対
応
に
つ
い

て
▽
７
月
29
日

〇
小
函
遊
歩
道
現
地
調
査

▽
９
月
９
日

〇
上
川
町
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の

設
置
及
び
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
審
査
勉
強

会

◎遊歩道現地調査◎遊歩道現地調査

全員協議会で
小函遊歩道の現地調査を実施！7/29

　小函遊歩道は、平成７年10月の「銀河トンネル」開通に伴い、平成８
年４月に、トンネル開通により廃止された旧国道が町に移管され、町が
管理してきました。昭和62年６月に３名が死亡、６名が重軽傷を負う天
城岩崩落災害があり、落石調査や監視体制を行う中で通行をしてきまし
たが、岩盤崩落・落石調査の結果を受け、平成16年の春から全区間通行
止めとなっています。しかし、この遊歩道には、天城岩、神削壁や錦糸
の滝などがあり、層雲峡でも有数の観光資源であることから、観光関係
者などから開通に向けた強い要望があります。議会として現状把握のた
め、現地調査を実施しました。今後も引き続き、安全な通行が確保でき
るか、調査を続けていきます。
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